


－気候変動・地球温暖化最前線国

キリバス共和国からの報告－

地球温暖化の現状と対策の重要さを広くに周知す

るため、「地球温暖化に関するセミナー」を開催しま

した。昨年、遊学舎を会場に、キリバス共和国の名

誉領事、ケンタロ・オノ氏を講師に迎え、地球温暖

化の影響についてお話しいただきましたが、他の地

域でも開催して欲しいと強い要望がありましたの

で、今年は、11月19日（日）横手市ふれあい文化

センターかまくら館、11月23日（木）大館市北地

区コミュニティセンターで開催しました。

【講演概要】

ケンタロ・オノ氏は宮城県仙台市出身で高校生の

時にキリバス共和国に単身留学（1993年）、卒業後

も同国に在住して帰化、2011年から日本に在住し、

その後、名誉領事となられました。

キリバス共和国は、海に囲まれ海と共に暮らし、

日本とは明治・大正のころから貿易でのつながりがあったり、インフラ整備に日本の企業が

かかわったりと深い関係にあります。キリバス共和国は海抜が低い小さい島々で構成され、

首都のあるタラワも海抜が低く細長い島であり、水面が上昇しても逃げる場所がありませ

ん。また、飲み水は地下水に頼っているため、海面上昇の影響受け、その影響は特に子供達

に出てきて病気になったりする子供が増えています。また、食料としている魚も生態系の変

化により獲れなくなってきています。

こうした気候変動による影響は実際に目の前で起きている事で、現実として捉えることが

できます、キリバス共和国は世界の最貧国の一つであり、温室効果ガスの排出は世界で2番

目に低いが最初にその影響を受けているというとについて、排出量が多い国を非難するよう

なことではなく、実質的な支援を呼びかけたいと思います。例えば、コスモ石油がマングロ

ーブの植樹を支援してくれているようにキリバス共和国は日本を頼りにしています。

地球温暖化の問題は人間が引き起こしたもので人間

が解決するしかないと思いますし、人間だからこそ解

決できると考えています。

そして、今日、皆さんがこのセミナーに興味を持って

来ていただいたことに感謝したいことや、これまでの

環境を守る活動を続けてほしいことなどの他、「地球

は、子供達から借りたものであり、きれいなまま子供

たちに返したい」と結びました。

ケンタロ・オノ氏の講話から、地球温暖化の影響が具

体的に伝わり、温暖化防止の活動に真摯に目を向けるきっかけになります。

今後も機会を捉えて講演会等を開催したいと考えています。

（事務局記）

セミナー報告



知っていましたか？

食べられるのに捨てられてしまう食品「食品ロス」が問題になっています。

食べ残したり使い切れずに捨ててしまう食料、

日本人1人当たりに換算すると、

毎日お茶碗約1杯分（約136g）の

ご飯の量を捨てていることにななるそうです！

売れ残りや期限を超えた食品、食べ残しなど、本来食べられたはずなのに捨てられてしまっ

た「食品ロス」は年間約632万トン（H26推計値）。

この量はなかなか実感できませんが、平成26年度の世界中で飢餓に苦しむ人々に向けた

世界の食料援助量、約320万トン、を大きく上回る量です。

また、日本の食料自給率は39％程度で、大半を輸入に頼っています。

その一方で、食べられる食料を大量に捨てているという現実は・・・

何とかしなければ！

環境省では「3010運動」を呼びかけています。

3010運動は、宴会時の食べ残しを減らすためのキャンペーンで、

＜乾杯後30分間＞は席を立たずに料理を楽しみましょう、

＜お開き10分前＞になったら、自分の席に戻って、再度料理を楽しみましょう、

と呼びかけて、食品ロスを削減するものです。

秋田でも食品ロスをリサイクルする事業があります。

〜◎横手市にある株式会社菅与では毎日平均約30 50トン程の食品ロスを受け入れて、

エコフィードという食品残さ等を利用して製造される飼料の原料にしています。

◎秋田市にある株式会社ナチュラルエナジージャパンは、事業系の食品廃棄物を収集し、

メタン発酵させ発生したバイオガスで発電を行います。

今後、様々な取組について詳しくお知らせしたいと思っています。

会員の皆様、情報をお寄せください。

クローズアップ



お 知 ら せ

社員・一般会員の呼称が変わり
正会員・賛助会員となります

平成29年度の総会で定款の一部改正案が承認され、
これまで社員と呼んでいた個人、団体が正会員、
一般会員が賛助会員と呼び名が変わります。

改正定款は平成29年8月2日付けで県の認証が得られました。

ホームページの全面なリニューアルを行いました。

県内の環境情情報や会員の皆様の活動状況、ニュースや記事をリアルタイムに発信
したり、イベントの開催情報をカレンダーにより見
やすく掲示することなどの工夫をして新たなホ
ームページになりました。

〇 「お知らせ」はこれまでどおりに新たな環境活
動の情報をその都度お知らせします。

〇 「イベント」 は環境保全活動や温暖化防止活動
の開催情報などをお知らせします。

〇 「活動いろいろ」は、フォーラムの活動や県内で
環境活動を行っている方々の情報を紹介します。

〇 「会員紹介」は企業、市民団体、業界団体、行政会員の方々の活動紹介に力を入れたいと
考えています。今後、投稿や取材をお願いしながら内容の充実を図りたいと計画していま
すので皆様のご協力をお願いします。

〇 「カレンダー」には県内の環境フェスティバルや環境活動、セミナーなどの開催予定日を
お知らせする機能があります。「お知らせ」や「イベント」と連携しながら、いつ、どこで、ど
んな行事があるのか、発信します。

〇 「温暖化防止活動」は温暖化とはどんな現象か、どんな取組が行われているか、など、秋
田県地球温暖化防止活動推進センターとして情報を発信します

秋田県認定リサイクル製品のPR展示を行います。
秋田県リサイクル製品認定制度や認定リサイクル製品をさらに多くの方々に
知っていただくため、
平成３０年２月２３日（金）から２７日（火）の間、
秋田市の遊学舎・県民ギャラリーで展示会を開催いたします。

東部ガス(株)秋田支社様から￥３０，０００のご寄付をいただきました。
自主事業等に活用させていただきます。ありがとうございました。

特定非営利活動法人環境あきた県民フォーラム
010-1403秋田市上北手荒巻字堺切２４－２ TEL:018-839-8309

FAX:018-839-0188
⇒ 新キャラクター？？く～るちゃん Email：mail@eco-akita.org

(株)秋田読売ISからの寄贈です。


